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＜連絡事項＞
・本日10：00、Dユニット19号室のカーペット交換を実施。
・医療福祉学会　PPT書式使用と提出期限のお知らせ
期日：10月18日（金）

 提出場所：教育委員会→2019年度教育委員会→2019医療福祉学会→PPT→各領域
＜患者様連絡事項＞
・上野　正志様～点滴2本（抗生剤込み）明日より5日分継続処方となる。
・和田　昌様～発熱は落ち着いた為、カロナールは飲み切り終了。
・千葉　恒義様～血糖測定（朝・夕）は10/9まで指示継続となる。
・松川　順子様～食事・水分摂取量の低下、尿量減少などがあり、点滴（2本/日）7日分処方となる。
・米内　勲様～診断書（施設用）は、各種診断書申込み書を医事へ本日提出。診断書
作成の費用の説明は、妻様へ電話連絡にて了承をえている。

　　　　　　　退院日：9/23（月）10：00　9：30には家族が来院し、施設の車が迎えに来るとの事。明日、初外来の調整と退院時処方、退院指示を受ける事とする。
・久喜　つき様～11：40、Bユニット1号室へ医療保護入院となる。
・野田　敏治様～12：08、Aユニット16号室へ医療保護入院となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察開始。開放観察中他患者様への追纏い、書き物の強要行為頻回で午前・午後共に終了時間前に開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時までの開放観察実施。開放観察時妄想的な訴えあるが自身で現実検討出来ている。他者トラブル等もなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～本日、10：30興奮生じることが無くなってきた為、時間隔離解除となる。
過度な飲水要求無く、妄想的な訴え無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。自傷行為、危険行動無く自室内でほとんどの時間を臥床して過ごしている。明日より10：00～12：00、14：00～16：00の開放観察予定となる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～身体拘束中。左上肢の浮腫持続。9：00、膀胱留置カテーテル内に肉眼的血尿を確認。固定を再調整し、経過観察にて血尿は落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～他患者様を凝視するような様子見られるが、他者トラブル、拒薬なく経過している。
・松川　順子様～食事摂取量、水分摂取量の低下続き、深澤Dr.へ報告。ソリタT3、ビーフリード+ダイビックス6日分処方となっている。食事介助時には介助抵抗強い。
＜田名部Dr診察情報＞
・見付　龍矢様～9/20より午前午後2時間ずつの開放観察指示あり。臨時薬は、ロドピン錠２５ｍｇ 2 錠  1日2回　朝夕食後　追加で他同内容で7日分処方となる。
・立花　圭様～臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・袴田　将志様～臨時薬は、同内容で7日分処方。本日、10：30興奮生じることが無くなってきたため隔離解除となる。
・澤村　彬様～臨時薬は、同内容で7日分処方となる。

・小澤　和子様～臨時薬はフルメジン糖衣錠（１）中止、コントミン25mg→50㎎増量、他同内容で7日分処方となる。

・高柳　和子様～臨時薬はスルトプリド塩酸塩（200）１T→３Tへ増量、他同内容で7日分処方となる。

・安達　貴浩様～臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・丹内　栄子様～次回定期から、ゾテピン錠２５ｍｇ「ヨシトミ」2T→１T減量。
・吉島　知寿子様～先日行った血液検査にて、軽度の貧血とアルブミン低下がみられてい
るが経過観察となる。
・杉澤　恵子様～診察時、風邪症状訴えあり、本日、昼食後薬開始で、ＰＬ配合顆粒　1ｇ／包（ヒート） 3 包  1日3回　毎食後　2日分処方となる。
・藤井　孝蔵様～臨時薬のカロナールは状態が安定している為、飲み切りで中止。
・服部　英喜様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・高橋　憲一様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・宮古　克弘様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・神成　信俊様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・米内　勲様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
①日時：R1.9.19　11：40

　　氏名：久喜　つき（くき　つき）様

生年月日：大正9年12月25日　98歳

　　病名：レビー小体型認知症

　　性別：女性

　主治医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院予定

　　病棟：東病棟Bユニット

　(経過）

　メディカルコート八戸西病院からの転入院。

　当院へは不眠・興奮・介護提抵抗などの認知症に伴う行動心理症状が顕著な事から2度
の入院歴がある。R1年5月17日当院退院後、南山苑へ入所。6月15日、呼吸状態が悪化
し、八戸市立市民病院へ救急搬送され、誤嚥性肺炎で入院。7月25日にはリハビリ目的で
西病院へ転院。　8月28日、次男様よりセンターに電話が入り、西病院から当院への再入
院の希望が聞かれていた。西病院では、認知機能障害は顕著でリハビリテーションを始め
入院治療のプログラムは全く行えず、また、認知機能障害は重度で難聴も顕著であるため
疎通性や了解力は極めて不良であった。　

　今回、薬物調整やリハビリテーション目的で、R1年9月19日、11：40、東病棟Bユニッ
トへ医療保護入院となっている。

　・要介護　5　特別養護老人ホームを探している所。
・Bプラン　オムツ①　
　・義歯なし
　・家族は明日9/20　14：00来院予定。
②日時：R1.9.19　12：08
　　氏名：野田　敏治（のだ　としはる）様

生年月日：昭和34年9月4日　60歳

　　病名：統合失調症
　　性別：男性
　主治医：安ケ平Dr.
入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Aユニット

　(経過）

H11.11.24当院初診。以後、当院への定期的な外来通院を継続していた。H26.10.17支援者である母の身体的な負担も大きくなりH26.10.18家族同伴にて受診。同日、薬剤調整目的にて当院1回目の入院（医療保護）。入院後、精神療法・薬物療法を行い、環境調整行いながら、生活のリズム作りを行っていた。令和1年5月に兄様より退院について話があり、自宅への外泊訓練を開始。退院に向けての支援を進め、退院後のサービスや環境が整ったため、令和1年8月23日自宅の町営住宅へ退院となっている。退院後は訪問看護、生活支援事業所「ひだまりの里」を利用し生活していたが、薬の管理が出来ず内服のタイミングがずれたり、一度にセットした薬全て飲んでしまうことがあり、様子を見ていた兄様が自宅での生活は困難と判断。9/19兄様、本人様と急遽受診し入院治療を希望され、医療保護入院となる。
